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平成30年3月定例会の開催日程（予定）

　
現
在
の
編
集
委
員
で
発
行
す

る
最
後
の
号
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
私
も
委
員
長
と
し
て
の

最
後
の
発
行
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

委
員
の
協
力
と「
議
会
だ
よ
り
」

を
い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
は
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
、
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
悪
戦

苦
闘
の
連
続
で
し
た
。
ま
だ
ま

だ
改
善
す
る
こ
と
は
多
く
、
道

半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
先
は
次
の
新
し
い
委
員
に

期
待
し
、
引
き
継
げ
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
「
議

会
だ
よ
り
」
の
ご
愛
読
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「愛西市消防団」
第9回 取材しました！

　年末夜警の大変お忙しい中、市消防署へ出
向き正副団長と面談し、4点程質問をいたし
ました。
Q. 消防団の現状と課題は。
A. 条例定数385人を満たし、欠員のない状況
です。地震等の大災害が発生すれば、消防団
が地域の中心となり消火、救助、避難誘導、
警戒等の活動をしていかなければなりません。
Q. 団員確保の苦労は。
A. 地域防災力の重大性が増大している中、少
子高齢化の進展、被用者の増加、市外へ通勤
等を行う住民の増加等の社会経済情勢の変化 
により防災活動の担い手を十分に確保するこ
とが困難となっています。地域の安心・安全の
確保の上で不可欠な組織である為、女性の入
団促進、事業所の協力体制・地域との連携強
化等を図ります。同時に市内イベント行事での
加入促進及びPR活動・勧誘活動等に取り組み、
団員の確保に努めていきたいです。
Q. 女性団員の活動は。

A. 消防団活動の中で、女性ならではのきめ細
かさや気遣い等を生かした女性消防団員の活
動が地域の安心・安全確保の為にも必要です。
当市においても現在4名の女性消防団員が所
属しており、観閲式での受付やアナウンス、
救命講習の指導等で活躍しています。
Q. 今後の課題は。
A. 大規模災害が懸念される中、消防団の充実
強化は喫緊の課題となっています。消防団員
が指導的な立場となり住民を引っ張っていく
存在となることが期待されます。そのために
地域コミュニティの活性化と連携強化に努め
ていきたいと思います。

（取材：八木・近藤）

○本会議は午前10時から開催します。
○日程は変更になる場合もありますのでご了承
ください。

○詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

3月定例会は、
　2月26日（月）から3月23日（金）
	 	 までの会期で開催予定です。

2月26日（月） 本会議（招集日）議案上程

3月　2日（金） 本会議（第2日）一般質問

3月　5日（月） 本会議（第3日）一般質問

3月　9日（金） 本会議（第4日）議案質疑

3月13日（火） 総務協働委員会

3月14日（水） 福祉消防委員会

3月15日（木） 建設文教委員会

3月23日（金） 本会議（最終日）討論・表決
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今
夏
の
猛
暑
の
中
、
熱
中
症

で
児
童
が
亡
く
な
り
、
大
阪
北

部
地
震
で
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
下
敷
き
に
な
り
児
童
が
亡
く

な
る
、
と
痛
ま
し
い
事
故
が
続

き
ま
し
た
。

　

全
国
で
、
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
求
め
る
動
き
や
、
公

共
施
設
や
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
撤
去
の
動
き
が
進
み
ま
し

た
。

　

本
市
が
、
来
年
夏
ま
で
に
全

小
中
学
校
普
通
教
室
へ
エ
ア
コ

ン
の
設
置
を
決
め
、
す
で
に
公

共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去

し
、
民
間
へ
の
補
助
も
決
め
た

こ
と
は
、
評
価
で
き
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、

今
年
も
８
月
８
日
に
、
愛
知
県

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

し
、
広
報
作
り
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

議
会
広
報
を
よ
り
よ
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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平成30年12月定例会の開催日程（予定）
12月定例会は、

　11月28日（水）から12月20日（木）
� までの会期で開催予定です。

◦本会議は午前10時から開催します。
◦‌�日程は変更になる場合もありますのでご了承
ください。
◦詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

11月28日（水） 本会議（招集日）議案上程

12月  4日（火） 本会議（第2日）一般質問

12月  5日（水） 本会議（第3日）一般質問

12月10日（月） 本会議（第4日）議案質疑

12月13日（木） 総務文教委員会

12月14日（金） 建設福祉委員会

12月20日（木） 本会議（最終日）討論・表決

　今号から、愛西市が近隣の市町村と一緒に
事業を行っている団体を紹介していきます。
　その第1回として、海部地区環境事務組合
を訪問しました。
Q　海部地区環境事務組合はどのようなこと
をやっていますか。
A　ごみ処理やし尿処理は、広域でやった方
が効率的なため、愛西市、津島市、あま市、
弥富市、蟹江町、大治町、飛島村で一部事務
組合を作っています。
　八穂クリーンセンターではごみ処理を、上
野センター、新開センターでは、し尿・浄化
槽汚泥の処理を行っています。
Q　何人の方が働いていますか。
A　新開センター6人、上野センター6人、
八穂クリーンセンターが25人。他に環境対
策室6人（うち臨時職2人）、局長、次長で、
合計51人です。
Q　組合の課題は何ですか。
A　課題は老朽化対策です。八穂クリーンセ
ンター17年目、新開センター21年目、上野
センターは43年目です。八穂クリーンセン
ターの前の施設の稼働年数は17年でした。

基幹設備改良工事で延命化をはかり、あと
13年は使えると考えます。上野、新開セン
ターを将来的には統合することも考えていま
すが、汚泥の搬入があまり減らないので、予
測が困難です。
Q　市民啓発で催しも開かれているようです
が。
A　八穂クリーンセンターでリサイクルフェ
アを年2回（6月、10月）日曜日の午前中に
行っています。来場者は300人〜500人で
す。焼却場の見学や、環境学習教室でしおり
づくりや観葉植物植え（ペットボトルの植木
鉢に）をやったり、リサイクル品（自転車・
家具）を抽選で販売などをしています。
　環境について考えてもらったり、焼却場の
違った面を見てもらえればと思います。

第11回取材し
ました！

海部地区環境事務組合


